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同 事 務 連 絡 先 三菱UFJ信託銀行株式会社　大阪証券代行部

〒541－8502
大阪市中央区伏見町三丁目６番３号
電話 0120－094－777（通話料無料）

公 告 方 法 電子公告
当社ホームページ
（http://www.aoi-electronics.co.jp/）にて
掲載いたします。
やむをえない理由により、電子公告による
ことができない場合は、日本経済新聞に掲
載いたします。

単 元 株 式 数 100株

（ご注意）
１．�株主様の住所変更、買取請求その他各種お手続きにつき

ましては、原則、口座を開設されている口座管理機関
（証券会社等）で承ることとなっております。口座を開
設されている証券会社等にお問い合わせ下さい。株主名
簿管理人（三菱UFJ信託銀行）ではお取り扱いできませ
んのでご注意下さい。

２．�未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支
店でお支払いいたします。



ごあいさつ

　株主のみなさまには、平素は格別のご支援を賜り、厚

くお礼申しあげます。

　さて、ここに当社第54期（2021年４月１日から2022年

３月31日まで）の中間報告書をお届けし、事業の概況を

ご報告申しあげます。

　今後とも変わらぬご支援ご鞭撻を賜りますようお願い

申しあげます。

　　　　　　　　2021年12月

取締役社長　中 山 康 治

会社の概要（2021年９月30日現在）

⑴商　　号　アオイ電子株式会社
⑵設　　立　1969年２月１日
⑶本　　社　香川県高松市香西南町455番地の１
⑷工　　場　高 松 工 場　香川県高松市香西南町455番地の１

観音寺工場　香川県観音寺市吉岡町262番地
朝日町事業所　香川県高松市朝日町三丁目５番14号

⑸営 業 所　東京営業所　東京都港区港南二丁目16番４号
品川グランドセントラルタワー５F

⑹従 業 員　1,754名（129名）
（注）�従業員数は就業人員であり、契約社員は（　）内

に年間の平均人員を外数で記載しております。
⑺関係会社　ハヤマ工業　香川県高松市朝日町三丁目５番14号株 式 会 社

ハイコンポーネンツ　青森県北津軽郡鶴田町大字山道字小泉275番地青 森 株 式 会 社
青梅エレクトロニクス　東京都青梅市藤橋三丁目３番地の２株 式 会 社
株 式 会 社　香川県観音寺市吉岡町262番地ヴィーネックス

⑻主な事業の内容
　当社グループは、電子部品の製造販売を主たる事業内容
としております。
　なお、事業部門別には次の製品の製造販売をいたしてお
ります。
① 集積回路・・‌�IC、光学センサー、ウェハーレベルパッ

ケージ、LED等
② 機能部品・・‌�プリントヘッド、各種センサー、チップ

ネットワーク抵抗器等
⑼そ の 他　ISO9001　認証　　本社・高松工場　1994年

ISO9001　認証　　観 音 寺 工 場　1999年
ISO14001　認証　　本社・高松工場　2000年
ISO14001　認証　　観 音 寺 工 場　2001年
ISO/TS16949　認証　　本社／高松工場　2016年
IATF 16949　認証　　本社／高松工場　2018年

1 2



経営方針

経営の基本方針
　当社グループは、多様化する情報社会を支える電子部品の
生産を通じて、常に人々の暮らしと深く関わっていることを
認識し、「熱意」「誠意」「創意」をキーワードに信頼性の高
い製品を安定的に供給することを使命と考えております。
　当社グループを取り巻く経営環境は、今後とも大幅な変動
が予想されております。そのような状況にあって、市場環境
の変化、顧客ニーズの多様化に対応するため、意思決定の迅
速化、効率的な設備投資・研究開発投資の継続実施、人材の
育成および組織間の連携など内部体制の強化を強力に推進し
てまいります。
　また、将来の経営基盤の安定のため、新製品および高付加
価値製品の開発により、収益力の向上、財務体質の充実を
図ってまいる所存です。

利益配分に関する基本方針
　企業体質の充実強化と将来の事業展開を見据えた内部留保
を確保しつつ、株主のみなさまに対する安定的な利益還元を
最重要課題のひとつと考えており、利益の状況、配当性向な
どを総合的に判断したうえで、安定的な配当の継続に取り組
んでまいります。
　内部留保金の使途につきましては、当業界が装置集約型産
業に属し、技術革新の速さ、製品のライフサイクルの短縮に
伴う量産ラインの切り替えの早期化など、利益の再投資によ
り企業全体の利益を拡大していくという基本方針に基づき、
長期的な視野に立った新製品への開発投資、生産効率の向
上・合理化を目的とする設備の開発・改善などに充当させ、
価格競争力の強化に寄与させてまいりたいと考えております。

目標とする経営指標
　当社グループは、企業価値の拡大を図るため、収益力の向
上、財務体質の充実を目指しており、ROA（総資産利益率）
15％以上、ROE（自己資本利益率）10％以上を中長期的な
目標としております。

会社が対処すべき課題
　当社グループは、「革新と創造」を続け、常に前進する企
業グループを目指して、以下の経営戦略により取り組んでま
いります。
　①　�グループの総力を結集し、未来につながる商品を創造

し、新たな市場を開拓する。
　②　商品の集中と選択、そして生産効率の革新に尽力する。
　③　�モノづくりの基本に徹し、お客様の信頼にお応えでき

る商品を提供する。
　④　お客様の商品開発段階に提案・参画できる営業となる。
　⑤　有言実行を旨とし、挑戦できる強い人材を育てる。
　⑥　地球と人にやさしい企業となる。
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事業の状況 

当中間連結会計期間の事業の状況
　当中間連結会計期間におけるわが国経済は、断続的に続く
新型コロナウイルス感染拡大の影響により依然として厳しい
状況にあるものの、企業の生産活動や設備投資は、海外需要
の回復による輸出増加を背景に回復基調で推移いたしました。
海外においては、中国では新型コロナウイルスの局所的な感
染再発や深刻な電力不足などにより減速傾向となったものの、
米国では雇用・所得環境の改善に支えられ堅調に推移し、欧
州においても経済活動の制限が段階的に緩和されるなど回復
傾向となりました。
　当社グループの属する電子部品業界におきましては、産業
機器向け部品や５G通信対応端末の増産に加え、巣ごもり需要
による家電販売の増加、リモートワークの拡大などを背景とした
デジタル機器向け部品の需要増加などにより堅調に推移いたし
ましたが、世界的な半導体需給の逼迫による原材料の価格高
騰や調達難などにより先行きは不透明な状況となっております。
　このような情勢のなかで、当社グループの当中間連結会計
期間の連結売上高は21,961百万円、営業利益は、原材料価格
の高騰はあったものの自動化による効率化や生産数量の増加
によるスケールメリットなどにより1,989百万円、経常利益は、
円安による為替差益などにより2,115百万円、親会社株主に
帰属する中間純利益は1,447百万円となりました。
　当社グループの製品の種類別区分ごとの売上高でありますが、
集積回路は、５G関連等の携帯情報端末、デジタル機器・産業
機器向け部品の需要拡大と家電向け部品の市場回復により
18,908百万円となりました。機能部品は、海外向けサーマルプ
リントヘッドの受注回復により2,991百万円となりました。
　なお、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 
2020年３月31日）等を当中間連結会計期間の期首から適用し
ており、その影響で当中間連結会計期間の売上高は1,362百
万円減少（集積回路1,389百万円減少、機能部品27百万円増
加）しております。

⃝前中間連結会計期間および前連結会計年度との業績の比較

年　　度

区　　分

前中間連結会計期間
2020年４月１日から〔 2020年９月30日まで 〕

当中間連結会計期間
2021年４月１日から〔 2021年９月30日まで 〕

前連結会計年度
2020年４月１日から〔 2021年３月31日まで 〕

売上高� （百万円） 19,807 21,961 40,265

経常利益� （百万円） 659 2,115 1,564

親会社株主に帰属する
中間（当期）純利益 （百万円） 441 1,447 1,054

1株当たり中間（当期）純利益�（円） 36.82 120.65 87.90

総資産� （百万円） 57,815 60,385 58,492

純資産� （百万円） 48,180 50,091 48,875

1株当たり純資産額� （円） 4,015.27 4,174.63 4,073.29
（注）1．�記載金額は百万円未満を切り捨て、１株当たり中間（当期）純利益お

よび１株当たり純資産額は小数点以下第２位未満を四捨五入して表示
しております。

2．�１株当たり中間（当期）純利益は期中平均発行済株式総数に基づき算
出しております。
また、１株当たり純資産額は中間期末（期末）発行済株式総数に基づ
き算出しております。

通期の業績予想
　通期の業績予想につきましては、原材料の価格高騰や調達
難などの不安定要素があるものの、海外経済の回復を背景と
した世界的な半導体需要の拡大などにより連結売上高43,000
百万円となる見込みであります。利益面においては、自動化
による効率化や生産数量の増加によるスケールメリットなど
により、営業利益は3,200百万円、経常利益は3,200百万円、
親会社株主に帰属する当期純利益は2,150百万円となる見込
みであります。
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中間連結貸借対照表
（単位：千円）

期別
科目

前中間連結会計期間末
（2020年９月30日現在）

当中間連結会計期間末
（2021年９月30日現在）

前連結会計年度末
（2021年３月31日現在）

（資　産　の　部）
【 流 動 資 産 】 39,604,362 42,591,536 40,761,902
現 金 及 び 預 金 23,953,520 24,659,719 24,044,101
受取手形及び売掛金 8,662,423 9,947,895 9,078,489
電 子 記 録 債 権 1,620,299 1,885,493 2,027,312
有 価 証 券 3,000,000 3,000,000 3,000,000
商 品 及 び 製 品 59,004 115,752 35,060
仕 掛 品 780,589 895,865 984,880
原材料及び貯蔵品 1,336,216 1,691,222 1,305,976
前 払 費 用 109,869 115,010 58,222
そ の 他 82,438 280,575 227,860

【 固 定 資 産 】 18,210,812 17,793,788 17,730,177
（ 有 形 固 定 資 産 ） 13,593,477 12,876,230 12,840,924
建 物 及 び 構 築 物 5,832,632 5,711,913 5,747,229
機械装置及び運搬具 3,141,073 2,509,007 2,695,396
工具、器具及び備品 460,499 571,529 487,132
土 地 3,384,211 3,441,238 3,441,238
リ ー ス 資 産 172,685 163,843 154,766
建 設 仮 勘 定 602,375 478,697 315,160

（ 無 形 固 定 資 産 ） 343,093 315,138 309,371
の れ ん 155,376 142,692 149,034
そ の 他 187,717 172,445 160,337

（投資その他の資産） 4,274,241 4,602,419 4,579,881
投 資 有 価 証 券 2,457,274 2,674,199 2,556,965
退職給付に係る資産 106,240 559,696 528,665
繰 延 税 金 資 産 1,249,594 963,269 1,031,218
そ の 他 461,131 405,254 463,031

資 産 合 計 57,815,175 60,385,325 58,492,079

（注）	1．有形固定資産の減価償却累計額� 66,375,491千円
	 2．記載金額は千円未満の端数を切り捨てて表示しております。

（単位：千円）
期別

科目
前中間連結会計期間末

（2020年９月30日現在）
当中間連結会計期間末

（2021年９月30日現在）
前連結会計年度末

（2021年３月31日現在）

（負　債　の　部）
【 流 動 負 債 】 8,203,776 9,404,149 8,529,589
支払手形及び買掛金 2,031,023 2,539,287 2,276,817
電 子 記 録 債 務 1,821,562 2,404,247 2,058,926
短 期 借 入 金 190,000 190,000 190,000
１年内返済予定の長期借入金 264,323 305,988 305,988
リ ー ス 債 務 70,983 66,727 64,025
未 払 金 1,851,243 1,738,066 1,700,532
未 払 法 人 税 等 244,763 721,801 112,042
賞 与 引 当 金 799,851 739,507 788,561
そ の 他 930,025 698,524 1,032,696

【 固 定 負 債 】 1,431,347 889,389 1,086,631
長 期 借 入 金 802,864 455,211 608,205
リ ー ス 債 務 148,008 130,961 129,008
繰 延 税 金 負 債 17,441 7,697 7,931
退職給付に係る負債 365,762 203,581 246,774
資 産 除 去 債 務 27,377 27,522 27,449
そ の 他 69,893 64,415 67,262

負 債 合 計 9,635,123 10,293,538 9,616,221
（純　資　産　の　部）
【 株 主 資 本 】 48,323,745 49,710,554 48,612,477

資 本 金 4,545,500 4,545,500 4,545,500
資 本 剰 余 金 5,790,950 5,790,950 5,790,950
利 益 剰 余 金 37,988,938 39,375,985 38,277,909
自 己 株 式 △ 1,643 △ 1,881 △ 1,881

【その他の包括利益累計額】 △ 143,693 381,231 263,380
その他有価証券評価差額金 80,949 244,417 143,067
退職給付に係る調整累計額 △ 224,643 136,814 120,313

純 資 産 合 計 48,180,051 50,091,786 48,875,858
負債及び純資産合計 57,815,175 60,385,325 58,492,079
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株式の状況（2021年９月30日現在）

役　員（2021年９月30日現在）

⑴　株式数

発行可能株式総数� 40,600,000株

発行済株式の総数� 12,000,000株

⑵　株主数� 2,243名

⑶　資本金� 45億4,550万円

取締役社長
（代表取締役）

中 山 康 治

常務取締役
（代表取締役）

木 下 和 洋

取　締　役 岡 田 吉 郎（第１技術本部長）

取　締　役 佐 伯 規 夫（高松第１生産本部長
　兼 第２技術本部長）

取　締　役 福 田 一 幸（高松第２生産本部長）

取　締　役
（常勤監査等委員）

古 田 昭 博

取　締　役
（監査等委員）

森 糸 繁 樹

取　締　役
（監査等委員）

藤 目 暢 之

取　締　役
（監査等委員）

北 山 　 昇

（注）‌�取締役　古田昭博、森糸繁樹、藤目暢之および
北山 昇の４氏は、社外取締役であります。

中間連結損益計算書
（単位：千円）

期別
科目

前中間連結会計期間
2020年 4 月 1 日から〔 2020年 9 月30日まで 〕

当中間連結会計期間
2021年 4 月 1 日から〔 2021年 9 月30日まで 〕

前連結会計年度
2020年 4 月 1 日から〔 2021年 3 月31日まで 〕

売 上 高 19,807,138 21,961,180 40,265,543
売 上 原 価 16,827,909 17,736,187 34,320,547
売 上 総 利 益 2,979,229 4,224,993 5,944,996

販売費及び一般管理費 2,319,553 2,235,888 4,597,890
営 業 利 益 659,676 1,989,104 1,347,105

営 業 外 収 益 96,403 166,175 280,436
受 取 利 息 729 834 1,508
受 取 配 当 金 6,149 6,021 51,896
為 替 差 益 ─ 75,761 29,948
受 取 賃 貸 料 17,234 17,234 34,468
受 取 補 償 金 3,307 1,836 7,129
受 取 技 術 料 2,371 20,354 14,422
持分法による投資利益 29,996 5,252 58,919
そ の 他 36,615 38,879 82,142

営 業 外 費 用 96,268 39,769 63,053
支 払 利 息 4,415 2,902 7,475
為 替 差 損 54,241 ─ ─
支 払 補 償 費 22,100 15,216 25,994
貸与資産減価償却費 12,689 13,017 24,307
そ の 他 2,822 8,632 5,275

経 常 利 益 659,810 2,115,510 1,564,488
特 別 利 益 ─ 11,084 59,186
固 定 資 産 売 却 益 ─ 11,084 11,573
投資有価証券売却益 ─ ─ 47,612

特 別 損 失 7,520 10,189 66,110
固 定 資 産 除 却 損 7,520 6,896 17,908
減 損 損 失 ─ ─ 44,418
投資有価証券評価損 ─ 3,292 3,784

税金等調整前中間（当期）純利益 652,290 2,116,405 1,557,564
法人税・住民税及び事業税 177,937 639,749 445,239
法 人 税 等 調 整 額 32,518 29,001 57,540
中 間 （ 当 期 ） 純 利 益 441,834 1,447,654 1,054,783
親会社株主に帰属する中間（当期）純利益 441,834 1,447,654 1,054,783
（注）	1．1株当たり中間純利益� 120円65銭
	 2．記載金額は千円未満の端数を切り捨てて表示しております。
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